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第１章 計画の概要 

１－１ 計画策定の背景、目的 

JR 北広島駅周辺エリアは、北広島市総合計画及び北広島市都市計画マスタープラン

において本市の機能充実を図る区域である拠点地区に、また2019年4月に公表した立

地適正化計画において都市機能誘導区域に位置付けていることに加え、北海道日本ハム

ファイターズの新たな本拠地となる（仮称）北海道ボールパーク（以下、「ボールパー

ク」と言う。）の建設が決定したことから、2023年のボールパーク開業後において、ボ

ールパークへのアクセス拠点になることが見込まれており、当該エリアが担う役割は、

ますます重要なものとなります。 

しかし、JR北広島駅周辺エリア、特に駅西口周辺エリアにおいて、高度利用されてい

ない土地や未利用の市有地が残されている状況です。 

そこで、ボールパークへのアクセス機能整備と併せて、駅周辺エリアの魅力と価値を

高めるような市有地の効果的な活用、及び私有地を含めた一体的な土地利用・機能整備

を進める必要があることから、その指針となる「駅西口周辺エリア活性化計画」を策定

します。 

本計画は、JR 北広島駅西口周辺エリアについて、ボールパークへのアクセス拠点と

なることを踏まえ、北広島の顔となるにぎわいと交流を生む拠点の形成等を実現するた

め、現状の課題等を認識し、まちづくりの方向性を示すことを目的とします。 

 

 

１－２ 位置 

JR北広島駅は、鉄道でJR札幌駅まで16分、JR新千歳空港駅まで20分のところに位

置しています。 

また、ボールパーク建設地から南東約1.5㎞に位置しています。 

 

 

 

 

＜位置図＞ 
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１－３ 位置付け 

本計画は、北広島市立地適正化計画の都市機能を維持・誘導するための施策、及び居

住を維持・誘導するための施策に位置付けられる計画であり、北広島市総合計画並びに

北海道の都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即するとともに、北広島市都市計

画マスタープランと整合するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北広島市 
都市計画 

マスタープラン 
（改訂版） 

都市計画区域の整備、開発
及び保全の方針（北海道） 北広島市総合計画（第 5次） 

北広島市 
立地適正化計画 

即する 即する 即する 

連携 

北広島市地域公共交通網
形成計画 

北広島市住生活基本計画 

緑の基本計画 

北広島市公共施設等総合
管理計画

北広島市子ども・子育て
支援プラン 

その他の関連計画 

駅西口周辺エリア活性化計画 
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１－４ 重点エリア 

本計画における JR 北広島駅西口周辺エリアについては、立地適正化計画に定める都

市機能誘導区域のうち、用途地域が商業地域、栄町2丁目1番及び北広公園を含むエリ

アとします。 

また、ボールパークへのアクセス拠点として再整備が必要な駅前広場（A）及び未利

用市有地（B）を含む周辺エリアを「駅前エリア」、未利用市有地（C）及び高度利用さ

れていない市有地（D）を含む周辺エリアを「北エリア」とし、特に駅前エリアについ

ては、まちづくりを進める上で重要なエリアとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－５ 計画期間 

令和2年度（2020年度）から令和11年度（2029年度）までの10年間とします。 
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第２章 現状と課題 

２－１ 北広島市について 

本市は、明治 17 年（1884 年）に広島県人 25 戸103 人の入植により、開拓がはじま

りました。明治 27 年（1894 年）に月寒村から分離して「広島村」となり、昭和 43 年

（1968年）に町制を施行して「広島町」、平成8年（1996年）には、市制施行により現

在の「北広島市」となりました。 

なだらかな丘陵地帯の中で札幌市と隣接し、新千歳空港から鉄道で約 20 分のところ

に位置しています。国道36号や道央自動車道、羊ケ丘通が南北に縦断し、国道274号

が北西部の西の里地区を東西に横断、東部地区ではこれと交差する道道江別恵庭線が南

北に縦断しており、道央圏の重要な交通動脈になっています。 

そのような利便性の良さから、宅地開発や工業団地の造成、都市施設の整備が着実に

進められるとともに、豊かな自然環境を有したまちです。 

人口については、昭和45年（1970年）の道営北広島団地が造成されてから人口増加

が進み、さらに各地区における宅地開発も進んだことにより、平成17年（2005年）の

国勢調査では6万人を超えたものの、平成22年（2010年）の国勢調査から人口減少に

転じており、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 25 年

3月推計）」（平成32年～平成52年）によると、今後も人口減少が進行すると予測され

ています。 

 

 

２－２ JR 北広島駅西口周辺エリアについて 

 JR 北広島駅周辺エリアは、北広島市総合計画及び北広島市都市計画マスタープラン

において本市の機能充実を図る区域である拠点地区に、また2019年4月に公表した立

地適正化計画において都市機能誘導区域に位置付けています。 

また、JR 北広島駅から約 1.5 ㎞の場所に位置する「きたひろしま総合運動公園予定

地」が北海道日本ハムファイターズのボールパーク建設地として決定し、2023 年のボ

ールパーク開業後は、JR 北広島駅は市内外からのアクセス拠点となる見込みであり、

JR北広島駅周辺エリアが担う役割は、ますます重要なものになります。 

しかし、駅周辺施設の立地状況については、商業・業務施設をはじめ芸術文化ホール、

図書館等の文化施設が立地・集積するものの、駅西口を中心に高度利用されていない土

地や未利用の市有地が残されています。 

これらを踏まえ、都市機能誘導区域に位置付ける JR 北広島駅周辺のうち特に駅西口

周辺において、駅周辺エリアの魅力と価値を高め、地域経済の活性化及び定住人口の増
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加等を推進することにより、本市の財政に寄与するような市有地の効果的な活用及び、

私有地を含めた一体的な土地利用・機能整備を進める必要があります。 

 

２－３ ボールパーク来場者への対応について 

上記２－２で記載したとおり、2023 年のボールパーク開業後は、JR 北広島駅は市内

外からのアクセス拠点となる見込みです。 

野球興業時におけるJR北広島駅利用来場者見込みは以下のとおりです。 

＜駅利用来場者見込み＞ 

（1）新駅設置前・・・休日（最大）／13,500人 平日平均／9,000人 

（2）新駅設置後・・・休日（最大）／ 5,400人 平日平均／3,600人 

※ なお、ボールパークでの野球興業は年間70日程度。 

 

上記の駅利用来場者等の安全かつ円滑な移動を確保するためには、以下の対応が必要

であると想定しています。 

＜シャトルバス輸送について＞ 

・ 駅利用者のうち約半数がシャトルバスを利用。 

※ 残り半数は徒歩又はタクシーを利用。 

・ 試合前3時間、試合後2時間の運行。 

・ 「JR北広島駅西口-（北進通）-ボールパーク-（北進通）-JR北広島駅西口」の

区間運行。 

・ 新駅設置後の最大数（2,700人）輸送への対応を基本機能として整備。 

それ以上の人数（新駅設置前）は、シャトルバスの運行間隔の調整や、近隣市

有地の一時的な利用等、対応手法を検討。 

・ シャトルバス乗降場近辺には一定数の滞留スペースが必要。 

 

＜歩行者導線について＞ 

・ JR北広島駅からボールパークまでの歩行者導線は、 

（1）新駅設置前・・・駅西口北進通と駅東口エルフィンロード両方の利用 

（2）新駅設置後・・・北進通をメインに利用 

を考えていることから、駅から北進通までスムーズな移動が可能な歩行者導線整

備が必要。 

 

＜その他＞ 

・ タクシー利用者への対応として、必要に応じて既存機能からの増強が必要。 

・ 路線バスと自家用車乗降場との混雑を緩和した整備が必要。 
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・ JR利用来場者のうち、新駅設置後も一定数がJR北広島駅の利用を選択するよ

う、周辺エリアの充実が必要。 

 

また、ボールパークは通年稼働施設であることから、野球興業（年間 70 日程度）時

以外にも常に一定数の来場は見込まれるが、JR 北広島駅からボールパークまでは、徒

歩又は路線バスによる移動を想定していることから、野球興業時以外には以下の対応が

必要であると想定しています。 

＜野球興業時以外の対応＞ 

・ シャトルバス乗降場について、他の用途での有効活用策を検証。 

 

 

 

-6-



第３章 活性化計画 

３－１ 基本理念 

JR 北広島駅周辺について、「第 5 次北広島総合計画改訂版」では、「広域的で多彩な

交流やにぎわいが生まれ、本市の活性化の中心役割を果たすよう、商業・業務施設の誘

導をはじめ諸機能の充実を図る」及び「利便性を活かして、居住機能や福祉、商業等の

機能を集積し、魅力ある拠点地区の形成を図る」こととしております。 

また「北広島市都市計画マスタープラン改訂版」においては、「土地の高度利用を図

りながら商業機能等の導入に合わせて中高層の集合住宅を立地させ、既存の都市機能の

集積を生かした利便性の高い、都市の快適性が感じられるまちなか住宅地の形成を図

る」、「安全で快適に歩ける歩行者空間を整備する」及び「バスバース・駐輪場・駐車場・

交流広場等の適正な維持管理に努める」こととしております。 

更に「立地適正化計画」では、「駅に近接した利便性の高さを生かし、札幌圏等から

子育て世代や若者を呼び込む商業、医療、子育て支援等の都市機能及び居住の誘導を図

り、官民連携による、複合機能を導入した拠点整備を検討する」こととしております。 

以上から、本構想においては、「歩行者及び車両等が安全で快適に移動できる導線確

保を中心に、居住、商業及び子育て支援等の都市機能を集積し、民間活力を最大限に生

かした魅力ある拠点地区の形成」を目標・理念に設定し、市の顔にふさわしいまちづく

りを進めていきます。 

 

 

３－２ 基本方針 

本市においては、交流人口の拡大及び移住・定住促進等が課題であることから、立地

適正化計画で定める都市機能誘導区域である当エリアに、都市機能や居住機能の立地を

誘導することが重要です。 

また、ボールパークのアクセス拠点として、既存機能を維持しながらも、シャトルバ

ス発着場の整備などの必要な機能の強化を図り、歩行者導線及び車両導線の確保が必要

です。 

これらを踏まえ、以下のとおり基本方針を定め、まちづくりを推進します。 

 

Ⅰ 歩きやすく、移動しやすい、多様な利用者にやさしい駅前広場 

Ⅱ たくさんの人が訪れる、北広島の顔として魅力あふれるエリア 

Ⅲ 多様な世代が住みやすいまちあああああああああああああああ 
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３－３ 整備方針 

（1）アクセス機能の整備 

当該エリアは、市内外におけるボールパークへのアクセス拠点となることから、

2023年のボールパーク開業までに、歩行者導線の確保、シャトルバス発着場の整備

等、通勤、通学等利用者はもとより来場者が円滑に駅を利用できるよう整備する必

要があります。 

 

（2）都市機能の集積 

現在、駅東口周辺を含めた駅周辺エリアにおいては、商業・業務施設をはじめ芸

術文化ホール、図書館等の文化施設が集積していますが、当該エリアは、立地適正

化計画において都市機能誘導区域に位置付けられていることから、転出抑制も含め、

保育所等の立地適正化計画で定めている誘導施設等について、引続き集積に努め、

駅周辺エリアの魅力と価値を高めることにより、地域経済の活性化及び定住人口の

増加等を推進する必要があります。 

 

（3）多様な世代における定住の促進 

当該エリアは、交通利便性に優れていることから、都市機能の誘導と併せて、若

者・子育て世代から選ばれる魅力を持ち、高齢者が安心して住み続けられる住環境

づくりを進める必要があります。 

定住人口増加を図るため、若者、子育て世代、高齢者の多様なニーズに対応した

居住の誘導に努めます。 

 

 

３－４ 各エリアの方向性 

基本方針及び整備方針等を踏まえ、駅前エリア及び北エリアそれぞれのエリアについ

て、市有地を中心とした具体なまちづくりの方向性及び今後の展開を検討します。 

 

（1）駅前エリア 

駅前エリアは、北広島の顔となるにぎわいと交流を生む拠点形成において最も重

要なエリアです。 

当エリアについては、利便性を生かした様々な機能の集積により魅力を創出し、

本市の活性化の中心的役割を担うエリアとします。 

○求められる機能 

・ 全ての人、車両が円滑に移動できる駅前広場 
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・ 住居 

・ 商業 

・ 子育て支援 

・ 多様な世代が利用できる多目的交流スペース 

○まちづくりの方向性 

・ 通勤、通学等利用者及びボールパーク来場者が円滑に移動することがで

きる駅前広場機能の整備 

・ 商業や保育所等の子育て支援等、様々な機能集積による、北広島の顔と

なるにぎわいと交流を生む拠点の形成 

・ 優れた交通利便性を生かした、若者・子育て世代から選ばれる魅力を持

ち、高齢者が安心して住み続けられる住環境づくり 

 

（2）北エリア 

北エリアは商業地域ではありますが、周辺にはマンションや戸建てが建ち並ぶな

ど、利便性の高い住居中心のエリアです。 

当エリアについては、利便性を生かした多様な世代から選ばれる魅力ある居住を

誘導するエリアとします。 

○求められる機能 

・ 住居 

○まちづくりの方向性 

・ 優れた交通利便性を生かした、若者・子育て世代から選ばれる魅力を持

ち、高齢者が安心して住み続けられる住環境づくり 

・ 既存駐車場機能のJR北広島駅西口周辺エリア内における維持 

 

（3）今後の展開 

民間活力を最大限生かしたまちづくりを進めるため、上記まちづくりの方向性に

基づき、公募型プロポーザルによる提案募集を検討し、一体的な整備を目指します。 

 

 

３－５ 留意すべき事項 

（1）周辺私有地との連携 

市有地整備の際には、周辺私有地と連携し、より魅力ある拠点地区の形成が図

られるよう努めます。 
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（2）財政負担の軽減 

国の各種制度や民間資金等の活用を積極的に行い、実質的な市の財政負担が最

小限となるよう努めます。 

 

（3）自然と創造の調和したまちづくり 

本市は「第5次北広島総合計画改訂版」のまちづくりのテーマとして「自然と

創造の調和した豊かな都市」を掲げていることから、そのテーマに即した北広島

の顔づくりをする必要があります。 

 

（4）駐輪場の適切な配置 

本市には、エルフィンロードや北広島幹線緑道（トリムコース）といった自転

車道が整備されており、自転車は市民の足として欠かせないものとなっているこ

とから、当該エリアにおいても駐輪場の適切な配置は重要な視点であり、自転車

の導線も考慮する必要があります。 

 

（5）立地適正化計画に定める誘導施設の誘導 

本市は「北広島市立地適正化計画」において、様々な誘導施設を定めていること、

及び JR 北広島駅西口周辺エリアは、その誘導施設を誘導すべき都市機能誘導区域

に位置付けていることから、上記３-４に記載している求められる機能以外にも大

学のサテライト施設等の誘導施設について、既存の施設を考慮しつつ積極的に誘導

する必要があります。 
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資料１ 

■JR 北広島駅西口周辺エリアの歴史 

（明治） 

27年12月 札幌郡広島村 誕生 

（大正） 

15年18月 北広島駅 開業 

（昭和） 

14年16月 札幌中央放送局の中継所 設置 

43年19月 広島村から広島町へ 

49年13月 新住宅市街地開発法による工事完了 

（土地の形状がほぼ今の形となる） 

12月 北広島駅 橋上駅として完成 

広島町消防本部署庁舎 北進町に完成 

51年10月 北広島とうきゅう 開店（町内初めての大型商業施設） 

11月 北広島駅前市街地住宅 管理開始 

52年10月 広島郵便局を北広島郵便局に改称して栄町に移転 

56年14月 広島町夜間急病センター 診療開始 

（平成） 

14年14月 ダイエー北広島店が開店 

17年11月 北広島駅、前駅舎から南に約40ｍ移動して開業 

（東西自由通路の一部開通） 

18年17月 北広島駅東、西駐車場 有料化 

19月 広島町から北広島市へ 

19年14月 北広島とうきゅうが東急ストア北広島店に改称 

10年12月 北広島駅前交番 新設（北広島交番が移転し、改称） 

12年13月 東西連絡橋が全面開通し、エルフィンパーク（交流広場）が供用開始 

14月 エルフィンパークに行政窓口 開設 

13年16月 エルフィンパーク 「まちづくり功労者（国土交通大臣）」の表彰を受ける 

14年11月 ハイパーマート北広島店（ダイエー） 閉店 

コープさっぽろ「エルフィン店」 開店 

21年10月 東急ストア北広島店が東光ストア北広島店に改称 

30年10月 ボールパーク建設決定 

（令和） 

元年18月 サウンディング型市場調査 実施（参加事業者数：5社） 
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資料２ 

 
 

■各市有地の現況と課題 

A 駅前広場 

（面積：11,509.58㎡、地目：（51番1・53番1）公衆用道路（52番）公園、用途地域： 

商業地域（建蔽率80％、容積率400％）） 

現況： 

・ 51番1、53番1 市道区域（活用方法によっては、区域変更等も検討） 

・ 52番 駅前西口公園 

※ 当該土地は、都市公園であることから、都市公園法に基づく建築制限

等がある。ただし、下記課題の解決のため、ロータリー部分と一体的な

整備について、検討が必要。 

・ 駅前広場は、1時間当たり最大で路線バス18台、その他バス7台、タクシー

40台、自家用車等178台が利用している。 

※ 滞留状況は、最大で路線バス3台、その他バス2台、タクシー19台、

自家用車等15台。 

課題： 

・ 歩行者導線及び現在の機能（路線バス乗降場、タクシー乗降場、自家用車待機

スペース）は確保しつつ、ボールパーク来場者に対応したシャトルバス乗降場の

新規設置、タクシー乗降場の拡大、乗客の滞留スペース等の整備が必要。 
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資料２ 

 
 

B 北広島市栄町2丁目1番 

（面積：5,514.00㎡、地目：宅地、用途地域：第1種住居地域（建蔽率60％、 

容積率200％）） 

現況： 

・ 芸術文化ホール臨時駐車場、各種イベント会場敷地等として利用。 

課題： 

・ イベント等に利用されているものの、駅に近接する土地としての価値・優位性 

を生かしきれていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 北広島市北進町1丁目5番2 

（面積：3,395.02㎡、地目：宅地、用途地域：商業地域（建蔽率80％、容積率400％）） 

現況： 

・ 福祉センター・夜間急病センター敷地として利用していたが、令和元年 6 月 

に北広島市栄町1丁目5番2へ移転。（建物解体済み） 

課題： 

・ 解体後の土地利用が未定。 
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資料２ 

 
 

D 北広島市北進町1丁目1番2、55番1 

（面積：3,396.00㎡、地目：公衆用道路、用途地域：商業地域（建蔽率80％、 

容積率400％）） 

現況： 

・ 市営西駐車場敷地として利用。 

課題： 

・ 市営東駐車場は、商業機能と住居機能を備えた複合施設として活用が図られ

ているが、西駐車場においては、平面利用で駐車場としての機能しか有してい

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ その他JR北広島駅西口周辺エリアの課題 

・ JR 北広島駅西口周辺は、一部中層の建物があり、高度利用されている部分はある

が、低層の建物や、老朽化している建物も散見され、商業地域といった用途上の特性

を生かしてきれていない土地利用が図られている。 
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